
うるま市委託事業 地域障害児支援体制強化事業

一般社団法人あすいろ

こども発達支援センターあすいろ

児童発達支援

【 療育・訓練 】

・日常生活における
基本的な動作の指導
・知識技能の付与
・集団生活の適応訓練

【 ①相談支援 】
・子育ての困りごとや喜びを共有し、個々の能力に沿ったサービスの活用
を提案します。

【 ②保育所等訪問支援 】
・集団生活への適応支援
・専門員が保育所等を訪問し、関わりの在り方を共に考えます。

【 ③家族支援・地域支援 】
・家族・地域の学び・つながりをサポートします。
・地域事業所等への専門支援のノウハウを提供します。

児童発達支援センターの役割

嘱託医、児童発達支援管理責任者、保育士、看護師、栄養士、児童指導員、
公認心理師、言語聴覚士、作業療法士 など、専門のスタッフがチームとなり
療育支援を行っています。



うるま市委託事業 地域障害児支援体制強化事業

法 改 正

令和６年（２０２４年）４月施行

児童発達支援センターが
地域における障害児支援の中核的役割を担うことが明確化

【「中核的役割」として明確化する具体的な役割・機能のイメージ】

①幅広い高度な専門性に基づく発達支援・家族支援機能

②地域の障害児通所支援事業所に対するスーパーバイズ・

コンサルテーション機能（支援内容等の助言・援助機能）

③地域のインクルージョン推進の中核としての機能

④地域の障害児の発達支援の入り口としての相談機能

こども家庭庁通知「地域障害児支援体制強化事業の実施について」
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学童
児童発達支援事業所

（児童発達支援・放課後等デイサービス）

                      

相談 連携 助言

家庭

こども発達支援センターあすいろが実施する事業の概要

中核的役割
令和６年４月

地域支援発達相談ちゅら空 開設
(こども発達支援センターあすいろ)

補助

うるま市
市町村
都道府県

国

委託

①児童発達支援センター等の質の向上と人材養成
②地域の障がい児支援事業所に対するスーパーバイズ・
     コンサルテーションの実施
③地域のインクルージョンの推進
④障害が疑われるこども等、ハイリスクなこどもと家族のサポート
⑤地域の事業所などへの研修等の実施
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①児童発達支援センター等の質の向上と人材養成 ②地域の障がい児支援事業所に対する
スーパーバイズ・コンサルテーションの実施

③地域のインクルージョンの推進 ④障害が疑われるこども等、
ハイリスクなこどもと家族のサポート

令和６年度地域支援発達相談ちゅら空の取り組み
(こども発達支援センターあすいろ)

◎児童発達支援事業所の支援者向け研修実施
第1回 7/18 配慮を要する児童の対応
第2回 9/30 子どもの遊びの発達段階とその段階

を踏まえた遊びの紹介と実践
第3回 10月 ABA（応用行動分析）の概論と実践
◎にこキッズ連絡会との連携

◎児童発達支援事業所等の困難事例に対する
相談対応（電話相談・巡回支援）
◎児童発達支援事業所等の質の向上を図る
スキルアップ研修（中級・上級者）
２月「LD.ADHD等の心理疑似体験プログラム」

◎保育所等訪問支援事業や親子通所の利用促進
園長会・計画相談担当者連絡会参加等
◎学童クラブ等への巡回支援
障害児への支援力の向上

◎発達が気になる段階からの相談対応
子どもと家族への電話・来所相談等支援

◎ペアレントプログラムの実施
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